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(57)【要約】
塗布用パッドに結合され消毒用薬剤を溜めるための貯留
容器と、その貯留容器と塗布用パッドとの間に介在され
壊すことのできる膜と、を有する消毒薬塗布装置である
。本装置における複数の実施例は、対向する柄をさらに
含む。各柄の内側管腔は、所望の溶液を含む破壊可能な
小瓶を収容し、また、柄を閉じた位置に移動させるとき
、小瓶が破壊されて所望の溶液が放出され、それから、
塗布用パッドにより吸収される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　消毒用薬剤を受け入れるための管腔を有する本体と、
　前記本体の第１の部分に結合され、前記消毒用薬剤を収容する貯留容器と、
　前記本体の第２の部分に結合されるパッドと、
　前記貯留容器および前記パッド相互間に介在して配置される壊すことの可能な隔壁と、
を含み、
前記隔壁を壊すとき、前記貯留容器および前記パッドが前記管腔を介して流体連通する塗
布装置。
【請求項２】
　前記本体は、前記隔壁に隣接した柄をさらに含み、前記柄を作動させるとき、前記隔壁
が壊れる請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記柄は、一対の柄からなる請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記貯留容器および前記隔壁は、前記一対の柄のうちの少なくとも一方に配置されたア
ンプルを含む請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記一対の柄の相互間に介在して配置された楔箇所をさらに含み、前記一対の柄を作動
させるとき、前記楔箇所が前記隔壁を壊す請求項３に記載の装置。
【請求項６】
　前記貯留容器および前記隔壁は、配置されたアンプルを含み、該アンプルは、前記一対
の柄のそれぞれに配置される請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記本体は、半可撓性の材料を含み、前記本体を圧縮するとき、前記隔壁が壊れる請求
項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記壊すことが可能な隔壁は、第１の厚さおよび第２の厚さを有する膜からなり、前記
第２の厚さは、前記本体が圧縮された場合、前記貯留容器内で増加した圧力に応じて破壊
するように形成される請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記貯留容器は、前記本体の前記第１の部分にねじ込まれて結合される請求項１に記載
の装置。
【請求項１０】
　前記貯留容器および前記管腔相互間に介在する膜と、
　前記本体の前記第１の部分に結合されるスパイクと、を更に含み、
前記貯留容器を前記本体にねじ込んで結合するとき、前記スパイクは、前記膜を壊し、前
記貯留容器、前記管腔、および前記パッドを流体連通させる請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　塗布装置を製造する方法であって、
　消毒用薬剤を受け入れるための管腔を有する本体を用意し、
　前記本体の第１の部分に前記消毒用薬剤を収容する貯留容器を結合し、
　前記本体の第２の部分にパッドを結合し、
　前記貯留容器と前記パッドの間に壊すことが可能な隔壁を配置することを含み、
前記隔壁を壊すとき、前記貯留容器および前記パッドは、互いに流体連通する状態とされ
る方法。
【請求項１２】
　柄を前記隔壁に近接する前記本体に結合することをさらに含み、前記柄を作動させると
き、前記隔壁が壊される請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
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　前記柄は、一対の柄からなる請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記本体は、半可撓性の材料からなり、前記本体を圧縮するとき、前記隔壁が壊される
請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　第１の一組のねじ山を含むように前記本体の前記第１の部分を変更し、
　第２の一組のねじ山を含むように前記貯留容器を変更することを更に含み、前記貯留容
器は、前記第１の組のねじ山および前記第２の組のねじ山を介して前記本体にねじ込まれ
て結合される請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記貯留容器および前記管腔相互間に膜を挿入し、
　前記本体の前記第１の部分にスパイクを取り付けることをさらに含み、
前記本体に前記貯留容器をねじ込んで結合するとき、前記スパイクは、前記膜を壊し、前
記貯留容器、前記管腔、および前記パッドを流体連通状態とする請求項１５に記載の方法
。
【請求項１７】
　表面に消毒薬を塗布するための装置であって、
　消毒用薬剤を収容する第１の貯留容器を備えるための内側管腔を有する本体と、
　前記本体に結合され、前記内側管腔と流体連通する塗布用パッドと、
　前記本体に結合される柄と、
　前記柄と前記第１の貯留容器との間に介在される楔箇所と、を含み、
前記柄を作動させるとき、前記楔箇所は、前記第１の貯留容器を開放し、それにより、前
記消毒用薬剤を前記内側管腔中に放出し、その後に前記塗布用パッドと接触させる
装置。
【請求項１８】
　前記柄は、液体の薬剤を収容する第２の貯留容器を備えるための内側管腔をさらに含み
、
　前記柄を作動させるとき、前記楔箇所が前記第１の貯留容器および前記第２の貯留容器
を開放し、それにより、前記消毒用薬剤および前記液体の薬剤を前記本体の前記内側管腔
内に放出し、その後に前記塗布用パッドと接触する請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記第１の貯留容器および前記第２の貯留容器は、ガラス製のアンプルである請求項１
８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記楔箇所は、前記第２の貯留容器を開放する前に前記第１の貯留容器を開放するよう
に構成される請求項１８に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、消毒薬塗布具を提供するためのシステムおよび方法に関する。消毒薬塗布具
は、所望の表面に消毒用薬剤を塗布するために使用され、それにより、消毒処置または治
療を行うための表面を処理する。
【背景技術】
【０００２】
　消毒用および抗菌用の薬剤は、一般に、切り傷および擦り傷など様々な外傷の治療に使
用される。これらの薬剤はまた、一般に、殺菌または消毒処置を行うための準備として様
々な表面に塗布される。例えば、医療業界における一般的な手術前処置では、殺菌を行い
、かつ感染する可能性を低下させるために、皮膚の表面上をアルコール、ヨードチンキ、
または過酸化物でこすることが含まれる。他の一般的な慣行では、椅子の表面またはテー
ブルの表面を、患者または機器をその表面に曝す前に、消毒用薬剤を用いてきれいに拭く
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ことが含まれる。
【０００３】
　通常、綿棒または発泡パッドなどの塗布具は、ボトルまたは他の容器から注ぐ必要のあ
る消毒薬に浸される。このステップは、使用者が、消毒薬を利用するために、容器の蓋お
よびフォイルシールを外す必要がある。緊急事態で、または使用者の手の一方が塞がって
いる状況では、使用者は、消毒用薬剤を利用するために両手を自由にしなくてはならない
。さらに、ボトルまたは他の容器が開けられた後、ボトルの無菌状態が損なわれ、しばし
ば、普通であれば有用な消毒用薬剤を過度に消費してしまうことになる。
【０００４】
　これらの段階の後に、消毒薬は、一般に、塗布具が中で浸漬される、または浸されるプ
ールを提供する開口した第２の容器に注がれる。開口した第２の容器は、塗布具を通過さ
せる大きな開口部を有する皿または小さなボウルを含むことができる。緊急な状況では、
使用者は、消毒薬をこぼさないように、第２の容器をぶつける、あるは揺らさないように
注意しなければならない。消毒用薬剤がこぼれた場合には、さらなる消毒薬を供給する必
要があり、それにより、使用者は、再度、消毒薬の容器即ちボトルにアクセスする必要が
ある。
【０００５】
　他の処置においては、消毒用薬剤は、ボトルまたは他の容器から、表面に直接塗布され
、次いで、塗布具を用いて広げて塗布される。これらの処置中、使用者は、消毒薬を抑制
して材料を無駄にしないように、使用される消毒薬の量を制御するように注意しなくては
ならない。
【０００６】
　いくつかの処置の場合、所望の表面に接触する塗布具の一部は、使用者の手の中で直接
保持される。例えば、塗布具が拭取り用布であり、表面がテーブルの上面である場合、使
用者は、概して、拭取り用布を自分の手で保持し、拭取り用布で表面をこする。テーブル
表面に使用者の手が接近していることは、新たに消毒した表面を使用者の手で汚染する危
険を生じる。使用者は、保護用手袋を装着すること、または消毒薬を塗る前に自分の手を
洗うことを選択できるが、緊急な状況では、使用者は、必要な予防策を講じるための十分
な時間がない可能性がある。
【０００７】
　したがって、所望の表面に消毒用薬剤を塗布するために使用される技法は現在存在して
いるが、課題もまだある。したがって、現在の技法を他の技法で補う、またはさらに置き
換えることは、当技術分野における改善となるはずである。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、所望の表面に消毒薬溶液を送達するための、安全で便利な手持ち式の塗布装
置に関する。本発明のいくつかの実施例は、消毒用薬剤を受け入れるための管腔を有する
本体を含む塗布装置を提供する。本体は、概して、使用者が圧縮する、または絞ることの
できる半可撓性のポリマー材料からなる。本体の一端は、望ましい消毒薬溶液を含む液貯
留容器を受け入れるように構成される。液貯留容器を本体に結合すると、貯留容器内の溶
液が本体の管腔へと移送される。本体の他端において、装置は、消毒薬溶液を吸収するた
めの、かつ所望の表面に塗るためのアダプタパッドを含む。塗布用パッドは、概して、消
毒薬溶液を塗布するのに適した不織布または発泡のパッド材料からなる。
【０００９】
　壊すことが可能な膜を、消毒用薬剤が塗布具に接触するのを妨げるように、本体の管腔
と塗布具の間に介在させる。いくつかの実施例では、装置はさらに柄を含み、それにより
、柄を作動させると膜が壊されて、消毒用薬剤が膜を通って流れ、塗布具に接触できるよ
うになる。他の実施例では、膜は、管腔内の圧力を高めるように装置の本体を単に圧縮す
ることにより壊される。高められた圧力は、膜が壊されると解放され、消毒用薬剤が、膜
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を通って流れることが可能になる。他の実施例では、膜は、本体の管腔内の圧力を増大さ
せることにより開く一方向弁で置き換えられる。
【００１０】
　本発明のいくつかの実施例では、塗布具は、口腔または人工呼吸装置の管など、開口部
に消毒用薬剤を塗布するような形状であり、かつそのように構成される。他の実施例では
、塗布具は、ＩＶ挿入部位、外科処置の部位、即ちテーブルなど、概して平坦な表面に消
毒用薬剤を塗布するような形状であり、かつそのように構成される。
【００１１】
　本発明のいくつかの実施例では、消毒薬塗布装置は、塗布用パッドに結合された一対の
対向する柄を含む。各柄は、アンプル即ち小瓶などの液貯留容器を収容するように構成さ
れた内側管腔を含む。各管腔は、塗布用パッドと流体連通しており、したがって、液貯留
容器が壊されるとき、貯留容器内に含まれる液が放出され、塗布用パッドにより吸収され
る。
【００１２】
　いくつかの実施例では、各柄の液貯留容器は、貯留容器材料を押しつぶす、または破壊
するために、柄の外側表面を単に絞る、即ち圧縮することにより壊される。他の実施例で
は、楔箇所（ｗｅｄｇｅ　ｐｏｉｎｔ）が、対向する柄の間に配置され、柄が近接した位
置へと移動するとき、楔箇所が液貯留容器の中へ、またはそれに対して駆動され、それに
より貯留容器が壊される。
【００１３】
　液貯留容器が２つの柄のそれぞれに含まれる場合、各柄の液貯留容器は、同じ、または
異なる溶液を含むことができる。例えば、消毒用薬剤が、２液混合の（ｔｗｏ－ｐａｒｔ
）試薬である場合、一方の柄の液貯留容器は、消毒用薬剤の第１の部分を含むことができ
、他方の柄の液貯留容器は、消毒用薬剤の第２の部分を含むことができる。したがって、
貯留容器が壊されたとき、半分ずつの第１消毒用薬剤および第２の消毒用薬剤が混合され
、望ましい消毒薬溶液が提供される。
【００１４】
　いくつかの実施例では、第２の柄の液貯留容器に含まれた第２の溶液を塗布する前に、
第１の柄の液貯留容器に含まれた第１の溶液を塗布することが望ましいこともありうる。
したがって、装置のいくつかの実施例は多段の楔箇所を含み、それにより、第１の液貯留
容器は、対向する柄の第１の位置に基づいて壊され、また第２の液貯留容器は、対向する
柄の第２の位置に基づいて壊される。さらに、いくつかの実施例は、多層化した塗布用パ
ッドを含み、したがって、パッドの汚染された層を取り外して、新鮮な、汚染されていな
い塗布表面を提供することができる。
【００１５】
　最後に、いくつかの実施例では、装置は、横方向力に応じて部分的に壊される切り目を
付けた表面を有する膜を含む。横方向力が増大すると、膜のさらなる部分が壊され、それ
により、膜を通る消毒用薬剤の流量を増大させる。他の実施例では、膜は、膜に対する横
方向力の漸進的な増大に応じて、膜を漸進的に壊すようにするための様々な厚さおよび寸
法を有する複数の切り目を含む。
【００１６】
　本発明の上記の、および他の特徴および利点が得られる方法を容易に理解できるように
するために、添付図面で示されたその特定の実施例を参照することにより、上記で簡単に
述べた本発明のより具体的な説明が示される。これらの図面は、本発明の典型的な実施例
を示しており、したがって、本発明の範囲を限定するものと見なすべきではない。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の代表的な実施例に従った消毒薬塗布装置の斜視図である。
【図２Ａ】本発明の代表的な実施例に従った作動する前の消毒薬塗布装置の断面図である
。
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【図２Ｂ】本発明の代表的な実施例に従った作動後の消毒薬塗布装置の断面図である。
【図３Ａ】本発明の代表的な実施例に従った液貯留容器に結合された作動される前の消毒
薬塗布装置の断面図である。
【図３Ｂ】本発明の代表的な実施例に従った液貯留容器に結合された作動される前の消毒
薬塗布装置の断面図である。
【図４】本発明の代表的な実施例に従った一方向弁を含む消毒薬塗布装置の断面図である
。
【図５Ａ】本発明の代表的な実施例に従った２つの柄付きの消毒薬塗布装置の斜視図であ
る。
【図５Ｂ】本発明の代表的な実施例に従った２つの柄付きの消毒薬塗布装置の上面図であ
る。
【図５Ｃ】本発明の代表的な実施例に従った２つの柄付きの消毒薬塗布装置の背面の断面
図である。
【図５Ｄ】本発明の代表的な実施例に従った２つの柄付きの消毒薬塗布装置の背面の断面
図である。
【図６Ａ】本発明の代表的な実施例に従った２つの柄付きの消毒薬塗布装置の上面図であ
る。
【図６Ｂ】本発明の代表的な実施例に従った２つの柄付きの消毒薬塗布装置の上面図であ
る。
【図７Ａ】本発明の代表的な実施例に従った多段の楔箇所を有する２つの柄付きの消毒薬
塗布装置の上面図である。
【図７Ｂ】本発明の代表的な実施例に従って第１の小瓶を破壊した後の多段の楔箇所を有
する２つの柄付きの消毒薬塗布装置の上面図である。
【図７Ｃ】本発明の代表的な実施例に従って第２の小瓶を破壊した後の多段の楔箇所を有
する２つの柄付きの消毒薬塗布装置の上面図である。
【図８】本発明の代表的な実施例に従った細長い連結部、および傾斜した柄を有する２つ
の柄付きの消毒薬塗布装置の斜視図である。
【図９Ａ】本発明の代表的な実施例に従った切り目を付けた膜が組み込まれた消毒薬塗布
装置の断面図である。
【図９Ｂ】本発明の代表的な実施例に従った切り目を付けた膜を示している図９Ａの断面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の現在好ましい実施例は、図面を参照することにより最もよく理解されよう。図
中、同様の参照番号は、同一のまたは機能的に同様の要素を示す。本明細書で概ね述べら
れ、複数の図で示される本発明の構成要素は、広範囲の様々な構成で配置され、かつ設計
されうることが容易に理解されよう。したがって、図で示されるように、以下のより詳細
な説明は、請求の範囲に記載される本発明の範囲を限定することを意図しておらず、本発
明の現在好ましい代表的な実施例に過ぎない。
【００１９】
　次に図１を参照すると、消毒薬装置１００の実施例が示されている。消毒薬装置１００
のいくつかの実施例は、概して、基端１１２および末端１１４を有する本体１１０を含む
。基端１１２は、概して、ファントム画法で示された消毒用薬剤１２２を含む貯留容器１
２０、即ち、小瓶を互換性をもって受け入れるように構成される。いくつかの実施例では
、貯留容器１２０は、約０．５～５０ｍＬの消毒用薬剤１２２を収容する。他の実施例で
は、貯留容器１２０は、アルコールベースの抗菌性溶液を収容する。
【００２０】
　例えば、いくつかの実施例では、本発明に従った抗菌性溶液は、５０～９５％のアルコ
ール溶液を含み、それはさらに、ＣＨＧ、ＰＣＭＸ、トリクロサン、オクテニジン、ヘキ
サクロロフェン、ＰＶＰ－１、ヨードチンキ、および／または、クォーテリン（ｑｕａｔ
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ｅｒｉｎｅ）化合物などのさらなる抗菌性薬剤を、０．０５％から５％ｗ／ｗ（重量パー
セント）の範囲で含む。アルコールは、概して、エチルアルコール、イソプロパルアルコ
ール、ｎ－プロパノールアルコール、およびそれらの混合物のうちの少なくとも１つから
選択される。いくつかの実施例では、溶液は、さらに、ジメチコーン、グリセリン、ＰＶ
Ｐなどのカチオンポリマー、セルロース、ドコサノール、ＢＴＭＳ、ベヘニルアルコール
、および／または、ポロキサマーを含む。好ましい実施例では、基本的な抗菌性溶液は、
約７０％のアルコール、皮膚の準備のための２％ＣＨＧおよび２８％ＵＳＰ精製水、およ
び口腔の消毒用としてアルコール中に０．１２％ＣＨＧを含む。当業者であれば、上述し
たものを含む他の成分を、基本の抗菌性溶液のそれぞれに添加して、特定の用途のために
望ましい抗菌性または消毒用薬剤１２２を提供することができる。
【００２１】
　いくつかの実施例では、貯留容器１２０は、本体１１０の基端１１２内に位置する互換
性のあるねじ山２００（図示せず）にねじ込んで結合するための１組のねじ山１２６を有
する小径部１２４を含む。他の実施例では、貯留容器１２０は、圧入嵌め、機械的なイン
ターフェース、即ち、接着剤により本体１１０の基端１１２に結合される。
【００２２】
　貯留容器１２０は、貯留容器１２０を本体１１０に結合する前に、貯留容器１２０内に
薬剤１２２を保持するための膜１２８、即ち、シールをさらに含む。膜１２８は、概して
、接着剤または加熱シール工程により開口部１３０に貼付されるフォイルシールからなる
。いくつかの実施例では、膜１２８は、同様な方法で開口部１３０に貼付されるプラスチ
ックでコーティングされた紙、または厚紙材からなる。膜１２８はまた、ポリマー材料を
含んでもよい。最後に、いくつかの実施例では、膜の部分に切り目１３２を付ける、また
はその他の形で弱くして、それにより、膜１２８を、予測可能な方法で破壊する、もしく
は、壊すことが促進される。
【００２３】
　いくつかの実施例では、本体１１０の基端１１２はさらに、フィーチャ（ｆｅａｔｕｒ
ｅ）（図示せず）を備えており、それにより、膜１２８は、貯留容器１２０を本体１１０
に結合すると、穴が開けられる、またはその他の形で壊される。例えば、いくつかの実施
例では、基端１１２は、スパイク（図２Ａを参照のこと）を含み、それにより、貯留容器
１２０を基端１１２にねじ込んで結合すると、スパイク２０２が、膜１２８に穴を開け、
かつ変位させて、貯留容器１２０内の消毒用薬剤１２２へ通じるようになる。あるいは、
他の実施例では、膜１２８は、貯留容器１２０と本体１１０を結合する前に、貯留容器１
２０から物理的に外される。
【００２４】
　本体１１０の末端１１４は、塗布具（ａｐｐｌｉｃａｔｏｒ）１４０を含む。塗布具１
４０は、消毒用薬剤１２２と適合性のある接着剤により、末端１１４に取り付けられる不
織布材料、または発泡スポンジパッドからなる。塗布具１４０の寸法および形状は、消毒
薬装置１００の意図された用途に応じて変わる。例えば、消毒薬装置１００の塗布具１４
０は、口腔の消毒装置として、または皮膚／外科手術部位の消毒装置として使用するため
の寸法に作られ、形作られる。
【００２５】
　時には、例えば、口腔、または、喉の中に、人工呼吸装置の管、または、他の医療用装
置を挿入する前に、口腔の内面、および／または、外面を消毒する必要がある。したがっ
て、塗布具１４０の形状および寸法は、患者の口腔の内部に適合して挿入されるように設
計される。例えば、口腔の消毒装置として使用するための塗布具１４０は、患者の口腔中
に容易に挿入される底面直径を有する細長いドーム形状を含むことができる。細長いドー
ム形状は、普通であれば、塗布具１４０と口腔内の自然な湾曲した表面との間で完全に、
かつ一様に接触を妨げるおそれのあるどんな直角も無くす。さらに、いくつかの実施例で
は、塗布具１４０の外側表面は、患者の口腔中に装置を挿入する前に、人工呼吸装置の管
、または、他の医療装置の内側および外側表面に塗布具を適用できる小さな半径を含む。
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【００２６】
　消毒薬装置１００が、皮膚／外科手術部位の消毒装置として予定される場合、塗布具１
４０の形状および寸法は、塗布具１４０と概して平坦な皮膚の表面との間の接触を最大に
するように、広く平坦な表面を提供するように選択される。以下では、図３Ｂに関連して
このような塗布具の例が示され、かつ考察される。
【００２７】
　いくつかの実施例では、消毒薬装置１００は、さらに柄１５０を含む。柄１５０は、本
体１１０の末端１１４に結合された第１の端部１５２と、本体１１０から外方向に延びる
第２の端部１５４とを含む。図２Ａを参照すると、消毒薬装置１００の断面図が示されて
いる。消毒薬装置１００の本体１１０は、貯留容器１２０から消毒用薬剤１２２を受け入
れ、かつ溜めるための中空の内部、すなわち管腔２１２を含む。本体１１０は、液供給チ
ャンバ２２０をさらに含む。液供給チャンバ２２０は、本体１１０の最も末端１１４に位
置し、塗布具１４０を支持している。いくつかの実施例では、液供給チャンバ２２０は、
消毒用薬剤１２２がそれを通って流れて塗布具１４０で吸収される複数の窓２２４を有す
る管腔２２２を備える。他の実施例では、液供給チャンバ２２０の管腔２２２は、複数の
穴、スリット、または他の開口部を備える。
【００２８】
　いくつかの実施例では、破壊可能な膜２７０は、本体１１０の内側管腔２１２と液供給
チャンバ２２０との間に介在する。膜２７０は、管腔２１２と液供給チャンバ２２０との
間の流体連通を阻止するために設けられる。膜２７０の一部には、予測可能な方法で膜２
７０を破壊する、または壊すことを促進するように切り目２７２を付ける、またはその他
の形で弱くする。いくつかの実施例では、膜２７０は、柄１５０の第１の端部１５２に対
向して位置する。したがって、柄１５０が、閉じた位置から開いた位置へと本体１１０の
方向に作動されると、柄１５０の第１の端部１５２が、膜２７０に対してトルク力を加え
て、それにより、図２Ｂで示すように、膜２７０が、切り目２７２を付けた部分に沿って
壊れるようする。壊れた後、開口部２８０が、膜２７０の中に、管腔２１２および液供給
チャンバ２２０が流体連通状態になるように設けられる。
【００２９】
　図３Ａを次に参照すると、消毒薬装置１００の断面図が、柄１５０を作動させる前、貯
留容器に結合された状態で示されている。前に考察したように、消毒薬装置１００が貯留
容器１２０に結合されると、スパイク機構２０２が膜１２８に穴を開けて、貯留容器１２
０と、本体１１０の内側管腔２１２との間で流体連通をもたらす。したがって、膜１２８
が壊れた後、消毒薬装置１００および取り付けられた貯留容器１２０が、上下逆にされて
、消毒用薬剤１２２を、本体１１０の内側管腔２１２の中へ流入できるようにする。しか
し、柄１５０を閉じた位置へと作動させる前、消毒用薬剤１２２が、膜２７２を迂回する
ことが妨げられ、液供給チャンバ２２０中に流入することが実質的に阻止される。
【００３０】
　図３Ｂを次に参照すると、柄１５０を作動させる前に、断面で示された貯留容器に結合
された消毒薬装置３００の断面図が示されている。装置３００を貯留容器１２０に結合す
る過程において、スパイク機構２０２が膜１２８を貫通し、穴を開け、またはその他の形
で壊して、貯留容器１２０と、装置本体１１０の内側管腔２１２との間で流体連通をもた
らす。
【００３１】
　消毒薬装置３００は、消毒用薬剤１２２を概して平坦な表面に塗布するために、広い表
面を有する平坦で直線的な塗布具３４０を含めるように変更される。この実施例の場合、
液供給チャンバ３２０は、概して、平坦な塗布具３４０を受け入れるように構成され、傾
斜を有する管形状の終端表面３２２を含む。液供給チャンバ３２０と塗布具３４０の間の
開口部３３０は、供給チャンバ３２０内の液が塗布具３４０に接触し、かつそれに吸収さ
れることを可能にする。
【００３２】
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　塗布具３４０は、所望の表面に消毒用薬剤１２２を塗布するためにある寸法に作られた
組織構造である不織布材料または発泡スポンジからなる。例えば、いくつかの実施例では
、塗布具３４０は、皮膚の表面の剥離すなわち壊死組織除去を助けるために、研磨性の外
側表面３４２を含む。他の実施例では、塗布具３４０は、１つの機械装置、すなわち、テ
ーブルもしくはベッド面などの表面など、対象物をこすって消毒するのを助けるための研
磨性の外側表面を含む。いくつかの実施例では、塗布具３４０は、きつくこすることなく
消毒用薬剤１２２を塗布して表面を消毒する滑らかな外側表面を含む。
【００３３】
　いくつかの実施例では、終端表面３２２は、消毒薬装置３００の本体部分１１０に対し
て傾斜している。したがって、塗布具３４０が終端表面３２２に結合されたとき、塗布具
３４０も、塗布具本体１１０に対して傾斜している。塗布具３４０の角度は、使用者が、
装置の本体部分１１０を人間工学的に有効な位置に保持しながら、塗布具３４０を表面に
接触させるのを支援するように選択される。さらに、本体部分１１０の位置および長さは
、装置３００に対して把持表面を提供し、かつ使用者の手を塗布具３４０に近位の領域か
ら除くように選択される。したがって、本体部分１１０における柄の機能は、治療部位す
なわち表面に対する望ましくない露出、および／または、汚染を防止しながら、使用者に
装置３００に対する制御をもたらす。
【００３４】
　図４を次に参照すると、断面で示された貯留容器１２０に結合された消毒薬装置４００
の断面図が示されている。いくつかの実施例では、一方向弁４１０が、液供給チャンバ２
２０と装置４００の内側管腔２１２との間に介在している。一方向弁４１０は、概して、
内側管腔２１２の細くなっている部分内に固定された、可撓性のある、または半可撓性の
ポリマー材料からなる。いくつかの実施例では、弁４１０は、ダックビル弁またはアンブ
レラ弁を含む。他の実施例では、弁４１０は、液供給チャンバ２２０と内側管腔２１２と
の間の流体連通を阻止するために閉じた位置に付勢されるスリット４２０を含む。しかし
、内側管腔２１２内の圧力が、一方向弁１４０の閾値圧力を超えたとき、その一方向弁４
１０の機能は、内側管腔２１２と液供給チャンバ２２０の間で流体連通をもたらすために
スリット４２０が開くように無効にされる。
【００３５】
　例えば、いくつかの実施例では、装置４００の本体部分１１０は、使用者が圧縮する、
または絞ることのできる半可撓性の管材料からなる。したがって、使用者が本体部分１１
０を圧縮すると、内側管腔２１２内の圧力が増大して一方向弁１４０の閾値圧力を超える
。これが生じたとき、一方向弁４１０の機能は無効とされ、消毒用薬剤１２２は、スリッ
ト４２０を介して弁４１０を迂回し、液供給チャンバ２２０中へと流入できるようになる
。圧力が弱まると、弁は閉じて、供給チャンバ２２０へのさらなる流入が阻止される。い
くつかの実施例では、一方向弁４１０は、フラッパ弁またはスライド弁など、使用者が直
接操作する機械的な弁で置き換えられる。他の実施例では、破壊可能な膜は、本体部分１
１０が圧縮されたとき、消毒用薬剤１２２に内側管腔２１２から供給チャンバ２２０へと
流入できるようにする小さな穴で置き換えられる。しかし、液は、内側管腔には通気され
ていないこと、消毒用薬剤１２２には表面張力があることに起因して圧縮せずに流れるこ
とはできない。
【００３６】
　装置４００の本体部分１１０に正圧を加えることが、弁４１０を開くための一方法であ
るが、当業者であれば、他の方法を使用して、同様に弁４１０を開放できることが理解さ
れよう。例えば、いくつかの実施例では、液供給チャンバ２２０は、真空源を含むように
変更され、それにより、液供給チャンバ２２０内の圧力が一方向弁４１０の閾値圧力未満
に減少される。他の実施例では、貯留容器１２０は、消毒用薬剤１２２を含む注射器（図
示せず）を含む。注射器が圧縮されると、消毒用薬剤１２２が内側管腔２１２中へと注入
され、それにより、内側管腔２１２内の圧力を増大させる。内側管腔２１２内の圧力が、
一方向弁４１０の閾値圧力を超えた場合、弁４１０の機能が無効とされ、消毒用薬剤１２
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２が、開口したスリット４２０を介して液供給チャンバ２２０中に流入する。
【００３７】
　図５Ａ～図８を次に参照すると、２つの柄付きの消毒薬装置の様々な実施例が示されて
いる。図５Ａを参照すると、２つの柄付きの装置５００の斜視図が示されている。本発明
に従った２つの柄付きの装置５００は、概して、２つに分岐した本体５１０を備え、本体
の各半分は、対向する柄を形成する。本体５１０の連結部５２０は、本体５１０の終端部
５２２を形成し、取付けプレート５３０に結合される。取付けプレート５３０は、塗布具
５４０が取り付けられる、概して平坦な表面をもたらす。
【００３８】
　２つに分岐した本体５１０は、第１の柄５１２および第２の柄５１４を含む。２つに分
岐した本体５１０は、第１の柄５１２、第２の柄５１４、および、連結部５２０内に位置
する相互接続された管腔からなる内側管腔５１６をさらに含む。いくつかの実施例では、
内側管腔５１６の一部は、所望の消毒用薬剤５５２を含むアンプル、すなわち、小瓶５５
０を受け入れるように構成される。例えば、いくつかの実施例では、各柄５１２、５１４
に位置する管腔５１６の部分は、消毒用薬剤５５２を含む小瓶５５０を受け入れるように
構成される。
【００３９】
　消毒用薬剤５５２は、小瓶５５０が、管腔５１６の各部分内で破壊されたとき、各小瓶
５５０から放出される。いくつかの実施例では、２つに分岐した本体５１０は、使用者の
手により圧縮できる、または撓ませることのできる半可撓性のポリマー材料からなる。使
用者が単一の柄、例えば、柄５１２を圧縮した場合、柄５１２内に含まれる小瓶５５０は
壊され、それにより、消毒用薬剤５５２が小瓶５５０から内側管腔５１６へと放出される
。あるいは、使用者が、両方の柄を共に握って圧縮した場合、各柄５１２および５１４内
に含まれる小瓶５５０が壊され、それにより、消毒用薬剤５５２が各小瓶５５０から内側
管腔５１６へと放出される。したがって、小瓶５５０の破壊可能な材料は、消毒用薬剤５
５２と内側管腔５１６との間の隔壁として働く。
【００４０】
　図５Ｂを次に参照すると、２つの柄付きの装置５００の上面が示されている。いくつか
の実施例では、２つに分岐した本体５１０は、対向する柄５１２と５１４の間に介在して
配置された楔箇所５６０をさらに含む。楔箇所５６０は、概して、小瓶５５０の材料の引
張強さよりも大きい引張強さを有するリジッドフィーチャ（ｒｉｇｉｄ　ｆｅａｔｕｒｅ
）を含む。いくつかの実施例では、楔箇所５６０は、対向する柄相互間に配置され、した
がって、柄５１２および５１４が閉じられる、または一緒に合わされたとき、楔箇所５６
０は、対向する柄相互間に挟まれて、楔箇所５６０が小瓶５５０を破壊することになる。
【００４１】
　図５Ｃを参照すると、２つの柄付きの装置５００の背面の断面図が示されている。いく
つかの実施例では、対向する柄５１２および５１４の隣接する内側表面は、アクセス窓５
２４を含み、それを通して、楔箇所５６０の中央部が配置されている。アクセス窓５２４
は、概して、楔箇所５６０の中央部に通路をもたらすが、各柄５１２および５１４の管腔
内に位置する液が通るのを妨げるように構成される。楔箇所５６０は、第１の柄５１２の
内側管腔内に位置する第１の端部５６２と、第２の柄５１４の内側管腔内に位置する第２
の端部５６４とを含む。第１端部５６２および第２の端部５６４は、楔箇所５６０の中央
部で接続される。いくつかの実施例では、第１の端部５６２は、第１の柄５１２内の小瓶
５５０に直接当接するように構成された平坦な、アンビル面（ａｎｖｉｌ　ｓｕｒｆａｃ
ｅ）を含む。第２の端部５６４は、第２の柄５１４中に位置する小瓶５５０の外径を直接
受け入れるように構成された凹形の表面を備える。したがって、第１柄および第２の柄を
閉じる、即ち、一緒に合わせると、楔箇所５６０が、各小瓶５５０を各柄の外側の壁の内
側表面に対して拘束する。続けて柄５１２および柄５１４を閉じると、楔箇所５６０の第
１の端部５６２および第２の端部５６４はその各小瓶５５０に押し込まれ、それにより、
そこに含まれている消毒用薬剤５５２が放出される。
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【００４２】
　図５Ｄを次に参照すると、楔箇所５６０の代替的実施例が示されている。この実施例の
場合、楔箇所５８０の第１の端部５８２および第２の端部５８４は、対向する柄５１２お
よび柄５１４の外側の表面へと結合されるように構成される。したがって、第１の柄およ
び第２の柄を閉じる、即ち、一緒に合わせると、楔箇所５６０は、外側表面の内側部分を
固定し、それにより、小瓶５５０を、各柄の外側の壁の内側表面と、各柄の内側の壁の内
側表面との間で圧縮し、押しつぶすようにする。
【００４３】
　図６Ａを次に参照すると、楔箇所の代替的実施例が示されている。この実施例の場合、
楔箇所５７０は、本体５１０の連結部５２０に隣接した第１の柄５１２および第２の柄５
１４を連結する成形された、ウェブのある（ｗｅｂｂｅｄ）延長部である。いくつかの実
施例では、楔箇所５７０は、装置本体５１０の成形工程中に形成され、また本体５１０を
形成するために使用される型は、楔箇所５７０を形成するのに十分な量の材料を受け入れ
る空所を含む。他の実施例では、楔箇所５７０は、別の工程で形成または成形され、その
後に、プラスチック溶接、接着剤、または連結機構／表面など、適切な方法により、対向
する柄５１２および５１４に結合される。
【００４４】
　いくつかの実施例では、小瓶５５４の特定の部分に力を加えるために、ウィング機構５
８２を有する楔箇所５８０が設けられる。いくつかの小瓶５５４は、小瓶５５４の破壊の
方法を促し、即ち、制御するように切り目を付けた表面５５６を含む。したがって、いく
つかの実施例では、楔箇所５８０は、切り目を付けた表面５５６に沿って小瓶５５４が破
壊するように小瓶５５４に接触すべく設計されたウィング機構５８２を含む。ウィング機
構５８２は、装置本体５２０の成形された機構、別個の装置、または成形された機構と別
個の装置の組合せを含むことができる。
【００４５】
　いくつかの実施例では、内側管腔５１６の柄部分内に含まれる各小瓶５５４は、同じ、
または異なる溶液を含むことができる。異なる溶液は、２段階の処置を必要とする処置に
対して有用でありうる。例えば、いくつかの実施例では、第１の柄５１２の小瓶５５４は
洗浄溶液を含むが、第２柄５１４の小瓶５５４は消毒溶液を含む。異なる溶液を利用する
ための方法は、１）第１の溶液を放出するために第１の小瓶を破壊する、その場合、第１
の溶液は、皮膚の消毒処理を行う前に、全体的な汚染を除くように、切開部位で、かつそ
の周囲で十分に洗って清浄にするための洗浄剤であること、および２）第２の溶液を放出
するために第２の小瓶を破壊する、その場合、第２の溶液は、皮膚の処理を行うために適
切な消毒用薬剤であることを含むことができる。
【００４６】
　図７Ａ～７Ｃを参照すると、第１の溶液を含む第１の小瓶５５６、および第２の溶液を
含む第２の小瓶５５８を収容する装置５００が示されている。装置５００は、第１の柄５
１２と第２の柄５１４との間に介在して配置された多段の楔箇所５９０をさらに含む。最
後に、装置５００は、第１の塗布具５４２および第２の塗布具５４０を含む多層化した塗
布具を含む。
【００４７】
　多段の楔箇所５９０は、スペーサ５９６を介して第２の接触部５９４に結合された第１
の接触部５９２を備える。第１の接触部５９２は、第１の小瓶５５６にだけ当接するよう
に、本体の連結部分５２０に隣接して配置される。いくつかの実施例では、第１の小瓶５
５６および第２の小瓶５５８は、第１の小瓶５５６の末端５６６が、第２の小瓶５５８の
末端５６８から一部はみ出すように、柄５１２および５１４内に配置される。スペーサ５
９６の長さは、第１の接触部５９２が、第１の小瓶５５６の末端５６６に隣接して配置さ
れ、また第２の接触部５９４が、第２の小瓶５５８の末端５６８に隣接して配置されるよ
うに、第１の接触部５９２と第２の接触部５９４との間にある距離をもたらすように選択
される。したがって、図７Ｂで示すように、柄５１２および５１４を部分的に閉じた位置
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に移動すると、多段の楔箇所５９０の第１の接触部５９２が、第１の小瓶５５６の末端５
６６へと駆動される。第１の小瓶５５６が、第１の接触部５９２と第２の柄５１４の内側
表面との間に挟まれるとき、小瓶５５６が壊され、即ち、割れ５７２、それにより、第１
の溶液が放出される。
【００４８】
　いくつかの実施例では、第１の溶液は、所望の表面から全体的な汚染物質を除くための
洗浄剤を含む。したがって、いくつかの実施例では、装置５００は、所望の表面をこする
、またはその他の形でそれに洗浄溶液を塗布するような寸法であり、かつ表面組織を有す
る第１の塗布具５４２を含む。第１の溶液の完全な塗布に続いて、第１の塗布具５４２は
、汚染されていない第２の塗布具５４０を露出するように、装置５００から外される。全
体的な汚染物質をそこに含んでいる第１の塗布具５４２は、次いで、廃棄される。
【００４９】
　第１の塗布具５４２の除去に続いて、図７Ｃで示すように、対向する柄５１２および５
１４は、完全に閉じた位置へと移動する。この位置では、多段の楔箇所の第２の接触部５
９４は、第２の小瓶５５８の末端５６８中へと駆動される。第２の小瓶５５８が、第２の
接触部５９４と第１の柄５１２の内側表面との間に挟まれるとき、小瓶５５８が壊れ、即
ち、割れ５７４、それにより、第２の溶液が放出される。
【００５０】
　いくつかの実施例では、第２の溶液は、所望の表面を清浄にするための、またはその他
の形でそこから病原菌を除去するための消毒薬溶液を含む。したがって、いくつかの実施
例では、第２の塗布具５４０は、所望の表面をこする、またはその他の形でそこに消毒薬
溶液を塗布するような寸法であり、かつ表面組織を有する。第２の溶液の完全な塗布に続
いて、装置５００は廃棄される。
【００５１】
　図８を次に参照すると、２つの柄付きの装置８００の代替的実施例が示されている。い
くつかの実施例では、２つの柄付きの装置８００の本体８１０は、細長い連結部８２０を
さらに含み、柄８１２および８１４は、所望の角度で連結部８２０に結合される。細長い
連結部８２０は、内側管腔８１６の容積を増やし、それにより、増加した容積の消毒用薬
剤８５２を収容することが可能になる。さらに、増加した容積は、破壊されたガラスが塗
布具５４０中に入らないようにするためにスポンジ、即ち、フィルタ８３０を配置するこ
とを可能にする。
【００５２】
　いくつかの実施例では、対向する柄８１２と８１４の望ましい角度は、使用者が、柄８
１２および８１４を人間工学的に有効な位置に保持しながら、塗布具５４０を所望の表面
と最適に接触させるのに適合するように選択される。傾斜した柄８１２および８１４と細
長い連結部８２０の組合せは、使用者の手と塗布具５４０との間の間隔をさらに増加させ
る。この増加した間隔は、使用者の手による塗布具５４０および治療表面の望ましくない
汚染を阻止することに利益がある。したがって、いくつかの実施例では、所望の表面を殺
菌するのに有効であり、人間工学的なグリップを備える装置８００をもたらすように、連
結部８２０の長さおよび柄８１２および８１４の角度を最適化することが望ましい。
【００５３】
　他の実施例では、対向する柄８１２および８１４の寸法および長さは、特定の処置、即
ち、把持技法に対して装置８００を適合させるように構成される。例えば、いくつかの処
置を行う場合には大量の消毒用薬剤が必要となり、それにより、対向する柄８１２および
８１４の寸法を大きくすることが必要になる。さらに、使用者が、自分の指の間に装置を
挟むことによって装置８００を保持することを望む場合、所望する握り方で装置を適切に
制御できることを保証するために対向する柄８１２および８１４の寸法を減少させる。い
くつかの実施例では、対向する柄８１２および８１４の外側表面は、使用者が握るのを容
易にするような表面組織、および／または、輪郭を含むようにさらに変更される。最後に
、使用者が自分の手で装置８００を握ることを望む場合、対向する柄８１２および８１４
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【００５４】
　図９Ａを参照すると、塗布装置９００が示されている。塗布装置９００は、基端９１２
および末端９１４を有する液貯留容器９１０を備える。基端９１２は、基端９１２を封止
する、またはその他の形で閉じるキャップ９２０を含む。末端９１４は、液供給チャンバ
９３０の末端９１４を受け入れるための第１の端部９３２と、塗布用パッド９４０を支持
するための第２の端部９３４とを有する液供給チャンバ９３０に結合される。破断または
破壊可能な膜９５０が、液貯留容器９１０と液供給チャンバ９３０との間に介在し、それ
により、膜９５０が壊れる前に、消毒用薬剤９１６が液供給チャンバ９３０に流入するこ
とが阻止される。
【００５５】
　装置９００は、所望の消毒用薬剤９１６で貯留容器９１０を満たすことにより用意され
る。貯留容器９１０を満たした後、キャップ９２０が、貯留容器９１０の基端９１２上に
配置されて、薬剤９１６を貯留容器９１０内に封止する。いくつかの実施例では、キャッ
プ９２０は、貯留容器９１０の基端９１２に熱プレスすることにより形成されて、シール
が形成される。
【００５６】
　いくつかの実施例では、膜９５０は、膜９５０に横方向力を加えることにより破壊され
るまたは壊される一様な凹部、即ち、切り目９５２を有する円板形状をしている。例えば
、いくつかの実施例では、切り目９５２は、塗布用パッド９４０に力を加えることにより
破壊され、それにより、力は、液供給チャンバ９３０を介して、膜９５０へと移送される
。他の実施例では、切り目９５２は、切り目が付けられた表面９５２の強度を超えて貯留
容器９１０内の圧力が増大するように液貯留容器９１０を圧縮する、または絞ることによ
り破壊される。壊れた後、貯留容器９１０内の消毒薬溶液９１６が膜９５０を通って流れ
、塗布用パッド９４０により吸収される。膜９５０の厚さおよび切り目の深さは、膜９５
０を壊すのに望ましい計算された力に応じて変わる可能性がある。
【００５７】
　図９Ｂを次に参照すると、示された膜９５０は円板形状をしており、また液供給チャン
バ９３０の基端９３２内に矛盾なく配置されるように構成される。いくつかの実施例では
、切り目９５２は、様々な寸法および破壊強度を有する複数の切り目９６０を特徴とする
ウェブデザイン（ｗｅｂｂｅｄ　ｄｅｓｉｇｎ）から構成される。例えば、いくつかの実
施例では、膜９５０の部分は、膜９５０を横断して様々な破壊強度を提供するように、様
々な深さ、または段階に分けられた深さで切り目が付けられる。したがって、貯留容器９
１０に沿って横方向力で圧縮されたとき、膜９５０が、切り目を付けた表面９５２および
９６０のいくつかに沿って破壊し、実質的にゲート弁を形成する。切り目を付けた表面の
いくつかだけが壊れるので、部分的に壊れた膜９５０は、膜９５０を通る消毒用薬剤９１
６の流量を制御する。しかし、貯留容器９１０に対して、さらなる横方向力が加えられる
と、切り目を付けた表面９５２および９６０のさらなる部分が壊れ、それにより、膜９５
０を通って流れることのできる消毒用薬剤９１６の量が増大する。
【００５８】
　本発明は、本明細書で広く述べられ、かつ後に請求されるその構造、方法、または他の
本質的な特徴から逸脱することなく、他の特定の形態で具体化され得る。前述の実施例は
、すべての点において例示的なものに過ぎず、限定的なものではないと考えるべきである
。本発明の範囲は、したがって、前述の記述ではなく、添付の請求の範囲によるものであ
ることを意味する。請求の範囲の意味および均等の範囲に含まれるすべての変更は、その
範囲に含まれるべきである。
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